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又,我々は,図 1の Ircの付近での臨界現象を調べた｡特に,帯磁率に関 しては,
1?ー
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東北大･工 守 田 徹
1. 面心正方格子 (UnionJack格子 )上のIsingmodel
相互作用のパラメータを右図の4種類にとった場合の
自由エネルギーを,vdovichenko(SovietPhys.JETP20
(1965)477)の方法で求めた｡J1-J2,J3-J4 の場
合はVaksetal(SovietPhys.JETP22(1966)820)によ
って求められ,reentrant転移をすることが知られている｡
J2-Jl>0,J4- -J 3<0の場合にもreentrant転移を示すことが示される｡
中心 (黒丸 )について先ずスピン変数の和をとると,白丸の正方格子に最近接格子点間と4
体間に有効相互作用がある系と同等になる｡ reentrant転移は,最近接格子点間の有効相互作
用によって解釈できることが示される｡
この結果は J.Phys･Atに掲載予定である｡
2. スピン1のイジングモデル
ノ→ミル トニヤン
E- ∑ (Js)sk-J′S)2sk2)(),k)
を仮定して,べ-テ格子上で解いた｡最近按格子点数が5以上になると,∫′/Jが1より大き
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